
津波シミュレーション（暫定版）の考え方 資料３

１

【①海溝軸付近の浅い震源域の追加】

◇新しい震源域の追加

②日向灘沖の
領域を追加

①海溝軸付近の
浅い領域を追加
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設定した震源モデル ①海溝軸付近の浅い震源域の追加

・東北沖地震では、これまで想定されていた深部の震源域に加え、海溝軸付
近の浅い領域が大きく滑ったことにより巨大な津波が引き起こされた。

・南海トラフ沖でも過去に浅い領域が滑った痕跡が見つかっている。

②日向灘沖の震源域の追加

・地質調査と痕跡調査により、日向灘沖の震源域が、東海・東南海・南海地震
と連動する可能性が指摘されている。

・1707年宝永地震（３連動型）では、日向灘沖の震源域を加えた津波シミュ
レーションが痕跡をよく表すことが判明している。

１．地震・津波対策検討会議で扱う津波シミュレーションの位置付けについて

・東北地方太平洋沖地震を踏まえた新たな南海トラフ震源モデルが中央防災会議で検討されているが、公表までに時間を
要することが想定される。

・そのため、各港湾における津波対策を早急に可能な箇所から見直すべく、有識者にご意見を伺いつつ、一定の前提に基づ
き中部地方整備局にて港湾を中心とした津波シミュレーションを実施するものである。

・よって、今般算出予定の津波シミュレーション結果は、今後、中央防災会議等で正式な結果が公表されるまでの「暫定的に
扱う参考値」である。

２．津波シミュレーションの前提条件

震源モデル 既往の想定東海・東南海・南海地震（３連動）に、『海溝軸側領域』および『日向灘領域』を追加。
さらに、時間差をもって地震が発生することを考慮。

マグニチュード ８．９

津波モデル 非線形長波モデル

再現時間 ６時間



津波シミュレーション（暫定版）の考え方

２

破壊パターン
地震発生の時間間隔

同時 ５分 １０分 １５分 ２０分

ケース１ 同時 ケース 1

ケース２ 海溝軸→陸側 ケース 2-1 ケース 2-2 ケース 2-3 ケース 2-4

ケース３ 日向灘→東 ケース 3-1 ケース 3-2 ケース 3-3 ケース 3-4

ケース４ 東海→西 ケース 4-1 ケース 4-2 ケース 4-3 ケース 4-4

ケース５ 中央→東西 ケース 5-1 ケース 5-2 ケース 5-3 ケース 5-4

【ケース ２】

【ケース ４】 【ケース ５】

【ケース ３】

３．地震の時間差発生の考え方

・ 中央防災会議では、最初の地震に伴う津波が継続しているときに後発の地震が発生した場合には、津波が重なりあうこと
により、同時発生する場合よりも津波が大きくなることがあるため、時間差を持って発生する場合の検討が必要とされている。

・ 発生間隔は５分、１０分、１５分、２０分を検討する。

【ケース １】



四日市港における津波シミュレーション結果について

稲葉水門

豊栄樋門

住吉水門

検討地点

○四日市港における、想定津波高（最大）の結果を以下に示す。

防護ライン

霞ヶ浦地区

四日市地区

塩浜地区

地点３

地点４地点５

地点６

地点７

地点８

+4.8～5.8 ①現況防護ライン高

+3.6 ④地盤高

+3.3 ③想定津波高（今回想定）

+4.3～5.3 ⑥（沈降後）防護ライン高

+3.1 ⑦（沈降後）地盤高

単位：T.P.（m）

+1.11 朔望平均満潮位
（H.W.L.）

+3.29 最高潮位
（H.H.W.L.）

+2.1 ②現想定津波高

防
護
ラ
イ
ン

３

地点２

（地点５） 四日市市海蔵川

川越地区

地点１

【設定条件】
（１）今回の津波シミュレーション結果は、P.1の前提条件に基づき計算したが、前提条件によっては、
今回の結果よりも津波高さや津波の到達時間がより危険側に算出される場合もあり得る。

（２）地殻変動による地盤の隆起・沈降を考慮しており、最終沈降量は地盤の隆起・沈降が収束した
ときの沈降量を示している。

（３）海域の解像度は５０ｍとした。
（４）初期水位は朔望平均満潮位（H.W.L）とした。
（５）防波堤及び防潮堤については地震、液状化、津波などによる変形はないものとした。

※１ 海岸基本計画および管理者ヒアリングによる（最寄り地点の高さ）
※２ 三重県HPより（M8.7前提のシミュレーション結果）
※３ 全ケースの中で最大となる想定津波高さを記載
※４ 航空レーザー測量（三重県提供）による最寄り堤外地点の値

注）赤字は今回のシミュレーション結果

注）T.P.±0.00(m)=Y.P.+1.25（m）

単位：T.P.+　(m)

地点１ 地点２ 地点３ 地点４ 地点５ 地点６ 地点７ 地点８

川越町

朝明川

霞ヶ浦地区

(北)

四日市市

富双

霞ヶ浦地区

(南)

四日市市

海蔵川
四日市地区

四日市市

塩浜町

四日市市

鈴鹿川

現況防護ライン高
①
※1

5.3 － 4.8 － +4.8～5.8 － 4.8 6.3

現想定津波高

（地域防災計画等想定）

想定津波高

（今回想定）

（　　最大津波ケース 4-3 4-3 3-4 3-3 3-4 4-4 4-4 　　4-3　）

地盤高
④
※4

4.1 3.8 4.1 3.6 3.6 2.8 － －

最終沈降量 ⑤ 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.5 0.6

（沈降後）地盤高 ⑦=④-⑤ 3.6 3.3 3.6 3.1 3.1 2.3 － －

堤外地の想定浸水深 ⑧=③-⑦ 0.0 0.0 0.1 0.0 0.2 0.6 － －

2.9 2 .9 3 .4

⑥=①-⑤

3.3

地　　　　　　　　点

2.1
②
※2

2.0 － 2.0 － 2.1 － 2.1

③
※3

3.1 3 .1 3 .7 2 .9

5.8（沈降後）防護ライン高 －4.8 － 4.3 － +4.3～5.3 4.3
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【四日市港】 最速の津波到達時間について

稲葉水門

豊栄樋門

住吉水門

検討地点

○四日市港における最速の20cmの津波到達時間は約９０分である。

霞ヶ浦地区

四日市地区

塩浜地区

地点Ⅰ

地点５

地点Ⅱ

【地点Ⅰ】

初期水位
（T.P.+1.1m）

津波予想到達時間
20cm津波 ： 89分
最大 津波 ： 約220分

津波予想到達時間
20cm津波 ： 90分
最大 津波 ： 約180分

４

【地点Ⅱ】

ケース 5-4

ケース 1

217分

90分

1.3

2.6

89分

1.3

2.1

184分

【地点Ⅰ、Ⅱにおいて20cm津波の到達時間が最速となるケース】

初期水位
（T.P.+1.1m）

※20cm津波高とは、地震前の水位（T.P.+1.1m）を20cm上回る津波のことである。

地震発生からの経過時間（分）

（T.P.m）

津
波
高

地震発生からの経過時間（分）

（T.P.m）

津
波
高

【設定条件】
（１）今回の津波シミュレーション結果は、P.1の前提条件に基づき計算したが、前提条件によっては、
今回の結果よりも津波高さや津波の到達時間がより危険側に算出される場合もあり得る。

（２）地殻変動による地盤の隆起・沈降を考慮しており、最終沈降量は地盤の隆起・沈降が収束した
ときの沈降量を示している。

（３）海域の解像度は５０ｍとした。
（４）初期水位は朔望平均満潮位（H.W.L）とした。
（５）防波堤及び防潮堤については地震、液状化、津波などによる変形はないものとした。

防護ライン

川越地区



四日市港における津波シミュレーション結果について

※最終地盤変動量は、液状化による沈下は考慮していない。

【最終地盤変動量】【最大津波高】 【最大流速】

５

第二航路
1.8m/s

港内最大値
3.6m/s

第三航路
1.8m/s

第一航路
3.0m/s

※各メッシュの最大津波高を組み合わせた図である。 ※各メッシュの最大流速を組み合わせた図である。



四日市港における津波シミュレーション結果について （参考）
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L2(Case4-4)

T.P.(m) ①

T.P.(m) ②

Ⅰ

Ⅱ

ケース 2-1 ケース 2-3 ケース 2-4

ケース 1

既往の想定３連動津波

ケース 4-1 ケース 4-2 ケース 4-3 ケース 4-4

ケース 5-1 ケース 5-2 ケース 5-3 ケース 5-4

ケース 3-1 ケース 3-2 ケース 3-3 ケース 3-4

Ⅰ 20cm：90分 最大：90分
Ⅱ 20cm：87分 最大：254分

Ⅰ 20cm：90分 最大：104分
Ⅱ 20cm：90分 最大：184分

ケース 2-2

Ⅰ 20cm：90分 最大：260分
Ⅱ 20cm：91分 最大：262分

Ⅰ 20cm：100分 最大：260分
Ⅱ 20cm：102分 最大：262分

Ⅰ 20cm：102分 最大260分
Ⅱ 20cm：93分 最大：259分

Ⅰ 20cm：103分 最大：239分
Ⅱ 20cm：105分 最大：264分

Ⅰ 20cm：107分 最大：231分
Ⅱ 20cm：107分 最大：233分

Ⅰ 20cm：117分 最大：257分
Ⅱ 20cm：114分 最大：253分

Ⅰ 20cm：124分 最大：273分
Ⅱ 20cm：123分 最大：272分

Ⅰ 20cm：133分 最大：214分
Ⅱ 20cm：132分 最大：206分

Ⅰ 20cm：91分 最大：185分
Ⅱ 20cm：91分 最大：188分

Ⅰ 20cm：95分 最大：166分
Ⅱ 20cm：91分 最大：234分

Ⅰ 20cm：91分 最大：170分
Ⅱ 20cm：91分 最大：241分

Ⅰ 20cm：99分 最大：176分
Ⅱ 20cm：93分 最大：173分

Ⅰ 20cm：98分 最大：258分
Ⅱ 20cm：94分 最大：247分

Ⅰ 20cm：101分 最大：208分
Ⅱ 20cm：101分 最大：106分

Ⅰ 20cm：90分 最大：209分
Ⅱ 20cm：103分 最大：215分

Ⅰ 20cm：89分 最大：218分
Ⅱ 20cm：106分 最大：217分

【20cm津波、最大津波の最速到達時間】
注）今回の津波シミュレーション結果は、P.1の前提条件に基づき計算したが、前提条件によっては、
今回の結果よりも津波高さや津波の到達時間がより危険側に算出される場合もあり得る。

※20cm津波高とは、地震前の水位（T.P.+1.1m）を20cm上回る津波のことである。

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ T.P.（m） Ⅰ

T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

T.P.（m） Ⅰ
T.P.（m） Ⅱ

20cm津波の最速到達時間
地点Ⅰ 約８９分（ケース5-4）

地点Ⅱ 約９０分（ケース1）

最大津波の最速到達時間
地点Ⅰ 約１０４分（ケース1）

地点Ⅱ 約１０６分（ケース5-2）


